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Touch　the　Museumβ　映像と音でめぐる常設展
Touch　the　Museum（beta）：Multimedia　tourof　the　permanent　collection
会期：2009年2月9－14日
k催：国立西洋美術館
Duration：9－14　February　2009
0rganizer：National　Museum　of　Western　Art
「Touch　the　Museumβ　映像と音でめぐる常設展」は、文化庁か　　　　　こうして、音声／言語から画像tt映像への転換という意識の中、
らの平成20年度委託業務に基づいて製作した音声・映像ガイドの　　　　ネットワークとも切り結んだ新たな美術鑑賞ツールを探る試みとし
実証実験である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、「Touch　the　Museum」は小さくない意味をもつのではないかと
　昨今、私たちの生活に欠かせないものとなった携帯電話をはじ　　　思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新藤淳）
めとするモバイル機器は、近年ではさらに，急速な多機能化を遂げ
たことで、とりわけ視聴覚コンテンッの流通と消費の形態を大きく変　　　　コンテンツ製作：株式会社NHKエデュケーショナル
えつつある。とくにここ2、3・年のあいだに、欧米の美術館・博物館　　　　システム開発：有限会社シネティクス
では、iPhoneやNintendo　DSといったモバイル端末を用いた新世代
型の作品鑑賞ガイドへの関心が高まってきた。そもそも美術作品
という視覚媒体を扱う場において、こうした変化に対して一定に敏
感な反応があるのは、ある意味で当然のことかもしれない。かねて
牒術館では・備・関連する写真や映獺料を並置するよう　認撒lelrf儲櫨Sg麟謡器認慧y9認噛
な展示手法が模索されてきた。とはいえ、美術館において来館者　　　　Affairs．
個々の鑑賞を支援するための一般的なツールは、いまだ「音声ガ　　　　Mobile　devices・such　as　the　mobile　telePhones　that　seem　to　have
イド（オーデ・オ・ツアー）」に留まっている・iPh・neなどを用いた鑑　藷1億濫鑑膿慧1饗轟羅dd舗灘
賞ガイドへの興味は、言語情報（音声）に特化した既存の鑑賞補助　　　functions　of　obtaining　and　consuming　AV　contents．　particularly　in　the
から、新たに視覚情報を中心とするそれへの移行を果たそうという　　　last　two　to　th「ee　yea「s，　inte「est　has　inc「eased　in　weste「n　museums　in
鰍を物語っている・　　　　　　濃舗r階辮蝋ll繍騰糊鷺欝澱
　Apple社製iPod　touchを利用した当館の「Touch　the　Museum」　　　Needless　to　say，　there　has　not　been　a　uniform　reaction　to　this　change　in
も、大きくはこのような潮流の中にある。実証実験では、40点の作　　　the　case　of　visual　media　such　as　a「t　wo「ks’In　addition・exhibition
，1－“1解瀦声と画像）と・12本のコ＋解説（動画と音声）・さら。・　搬繋潔1、盟1膿ll騰黙胤濫灘糊1
は本館コルビュジエ建築の解説（動画と音声）や音楽コンテンツな　　　the　basic　tool　used　to　support　the　viewing　experiences　of　the　many
どを川意し、それらを独自の位置測位システムと連動させながら、　　　diffe「ent　individuals　who　visit　a　museum　is　limited　to　an　audio　tou「・The
鑑賞者が効率的にアクセスできるよう酉己置した・こうしたコンテンツ　離翻尋諮鍛1：、lli器、器1。翻需。饗鍵瀦
は、絵の’lll∫で画像や映像を提供することの功罪について有識者と　　　of・audio　information，　and　shifting　to　a　new　guide　form　centered　on
の議論などを経たうえで、映像の教育的活用を専門としているNHK　　　visual　info「mation’
エデュケーシ・ナ・レが製作したものである（たとえば・端末ばかりに　P轟庸膿：諮識認a翻1織illl，臨驚譜1
鑑賞者の意識が集中するのではなく、彼らの視線が壁に掛けられ　　　　version　of　the　program　involved　40　art　work　explanations（audio　and
た実作品と端末画面上に現われる映像とを自由に往還できるよう　　　still　images），12　co「ne「a「ea　exPlanations（video　and　audio）and
工夫を施した）・その結果・利用者の9割弱（回答数843）がガイド　瀦畠ln活盈1謙i膿騰紫蹴臨脚臨驚
の内容を理解しやすかったと回答するなど、展示室への映像の導　　　　accessed　through　a　unique　positioning　system　that　allowed　viewers
入は、事前の予想を遥かに上回る好評を得た。また、iPod　touchを　　　effective　access　to　the　info「mation・　The　content　of　lhe　Tou（’h　tfi（ノ
用いた第一の理由は・その操作性の高さ1・あった醸験ではお　惚欄，9mll掘1調。bl、臨“L舗11謡瀦li（湘
よそ8割の利用者が、われわれの開発したアプリケーションの操作　　　　consultation　with　specialists　about　the　pros　and　cons　of　presenhng
を容易だと答えた。まだ改善の余地はあるにせよ、機能面に関して　　　either　still　images　or　moving　images　in　fr・nt・f　the　art　w・rks・Qucsti・Ils
も淀以上の有雛を認められたと言ってよ…　　　離留離1濃瓢濫離1翻課蹴1欝燃
42
to encourage the viewer's focus to move back and forth between the
actual art work hanging on the wall and the image appearing on the
terminal. According to our survey, iust under 90 percent of the viewers
(from a tota] answer pool of 843) answered that the guides' contents
were easy to understand, and the introduction of video in the exhibition
galleries was favorably received as having slightly increased their
expectations regarding such devices. Further, the first reason for the use
of the iPod Touch was its ease of use, During the tests, approximately 80
percent of users answered that it was easy to use the application we
developed. Whether or not there was room for improvement, regarding
functionality, it is good that effectiveness exceeding a certain standard
was acknowledged.
  Thus, in the awareness of switching from voice/words to
imagelvideo, the 7buch the Museum program can be considered to be
the first step towards finding a new art viewing tool that connects with
the lnternet. (Atsushi Shinfuji)
Contents production: NHK Educational Corporation
App)ication development: SYNETICS LTD.
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